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のである。調査結果の分析から、 4 年間の過密な学修習得状況下において、課題 1 ．「資格取得」への
支援、課題 2 ．「幅広い教養・学びの機会と就職」への支援を強化する必要性が明らかになった。
十文字学園女子大学人間生活学部人間福祉学科

































Ⅱ− 1 − 1 ．調査対象；2015年度本学人間福祉
学科介護福祉コース（介護福祉士養成課程）在
学生（2012〜2015年度生）77名




Ⅱ− 2 − 1 ．調査対象；本学介護福祉コース卒
業生（2012〜2015年度）147名




















































































ス集計した（Table 3）参照。入学前では、 1 年
生「2015年度生『入学前（度数15；83.3％）』」が
最も多く、次いで 4 年生「2012年度生『入学前（度
数 7 ；77.8％）』」であった。入学後では、 2 年生
「2014年度生『入学後（度数 5 ；41.7％）』」、 3 年
生「2013年度生『入学後（度数 9 ；37.5％）』」の
順であった。




































































































































































































（ 2 ） 4 年制大学で介護福祉を学ぶ動機について
アンケート結果から「幅広い教養・学びの機
会」と「大卒希望」「就職の選択幅が広がる」が




































































1 ） 平成27年 3 月登録者数130万 6 千753人（内訳で
は「国家試験登録者数98万 1 千381人」、「養成
施設者数32万 5 千372人」となっている。
2 ）介護等の業務に従事していない、いわゆる潜在
的介護福祉士は、推計約27.5万人（平成21年 9
月末現在の登録者数約81万 1 千人の約34％）と
なっている。今後の介護人材不足の予測から、
潜在的介護福祉士の福祉・介護分野への復帰へ
の支援対策が重要となる。
3 ）平成24年度、共同研究において、介護福祉を学
ぶ学生の修学動機支援に関する研究（ 1 ）を担
当。（ 2 ）は共同研究者による、在学生及び卒
業生へのグループインタビューを行う。本研究
は、筆者が担当した、共同研究（ 1 ）の課題に
ついての継続研究にあたる。タイトルは（ 3 ）
と明記している。
4 ）厚生労働省は2022（平成34）年度から養成施設
卒業生に国家試験の受験を義務付ける方針を打
ち出す。2017（平成29）年度から2021（平成
33）年度までの卒業生に受験資格を与え、未受
験・不合格でも卒後 5 年間は介護福祉士とす
る。
5 ）宮内寿彦「介護福祉士養成大学における介護福
祉士養成の現状と課題」十文字学園女子大学
『紀要論文』第 8 巻，2010年。
6 ）宮内寿彦「介護福祉を学ぶ学生の修学動機支援
に関する研究（ 1 ）〜卒業生のアンケート調査
分析から〜」十文字学園女子大学『紀要論文』
第11巻，2013年。
6 ）同掲書，p8掲載の「Figure 1．入学前から卒業
後までの学びのプロセス」を加筆。
7 ）同掲書，p7を加筆修正。
8 ）同掲書，p8を加筆修正。
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